
　普及拡大へ〝製品化〟

　
　
　

地
上
移
動
体
搭
載
型
Ｌ
Ｓ
・
建
機
搭
載
型
出
来
形
管
理
シ
ス
テ
ム

　　前田道路　　

舗装工事
中間工程 リアルタイムに面的管理

　
舗
装
工
事
は

材
料
を
変
え
な
が
ら

同
じ
個
所
を
何
層
に
も
わ
た

て
施
工

す
る
た
め

幅
員
や
高
さ

厚
さ
そ
れ

ぞ
れ
に
厳
し
い
規
格
値
が
設
定
さ
れ
て

い
る

現
場
経
験
も
長
い
加
藤
氏
は

﹁
従
来
の
手
作
業
に
よ
る
出
来
形
管
理

は

多
く
の
人
手
と
計
測
デ

タ
の
ま

と
め
作
業
に
多
大
な
時
間
を
要
し
た


出
来
形
管
理
の
省
力
化
・
省
人
化
は


舗
装
会
社
の
生
産
性
向
上
の
命
題
だ
﹂

と
強
調
す
る

最
新
の
手
押
し
型
Ｌ
Ｓ

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
効
率
的
だ
が
高

価
な
上

合
否
判
定
に
時
間
が
か
か
る

た
め

﹁
︵
適
用
が
任
意
の
︶
路
床
・

路
盤
・
Ａ
ｓ
中
間
層
へ
の
導
入
は
進
ん

で
い
な
い
﹂
と
課
題
を
指
摘
す
る


　
こ
の
解
決
に
向
け
て
３
者
は

５
年

ほ
ど
前
か
ら
技
術
開
発
に
着
手

コ
ス

ト
感
を
含
め

誰
で
も
使
え
る
生
産
性

向
上
技
術

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え


▽
中
間
工
程
の
出
来
形
管
理
の
高
度
化

▽
面
的
管
理
に
よ
る
品
質
向
上
▽
迅
速

な
施
工
品
質
の
確
認
▽
遠
隔
臨
場
に
よ

る
効
率
化
｜
｜
の
４
項
目
を
実
現
す
る

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る


　
開
発
初
期
は

特
に
要
求
精
度
が
厳

し
い
鉛
直
方
向
の
規
格
値
を
ク
リ
ア
す

る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
考
案
し

た

﹁
機
器
構
成
を
変
更
し
な
が
ら
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
﹂と
振
り
返
る


そ
の
結
果

﹁
三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
が
保
有
す
る
レ

ザ
ユ
ニ

ト

を
転
用
し
て
カ
ス
タ
イ
マ
イ
ズ
し
て
も

ら

た
﹂
と
い
う
小
型
高
精
度
の
３
次

元
Ｌ
Ｓ
を
タ
イ
ヤ
ロ

ラ

後
部
に
装

着

位
置
を
計
測
す
る
自
動
追
尾
型
ト


タ
ル
ス
テ

シ

ン
︵
Ｔ
Ｓ
︶

デ


タ
転
送
に
使
う
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト

制
御
・
処
理
装
置
︵
タ

ブ
レ

ト
・
Ｐ
Ｃ
な
ど
︶
に
よ
る
﹁
シ

ン
プ
ル
な
構
成
を
採
用
し
た
﹂こ
と
で


事
前
準
備
の
負
担
を
軽
減
し
た


　
現
場
で
は

こ
れ
を
時
速
２

で
走

行
さ
せ

幅
４


長
さ


の
施
工

面
の
３
次
元
計
測
を
約

分
で
完
了
さ

せ
る

従
来
の
地
上
型
Ｌ
Ｓ
に
比
べ
て

５
分
の
１
程
度
の
作
業
時
間
で
済
む


作
業
に
必
要
な
人
工
も
従
来
の
３
分
の

１
程
度
の
１

２
人
と
大
幅
な
省
人
化

効
果
を
発
揮
す
る


　
取
得
し
た
デ

タ
を
そ
の
場
で
３
次

元
点
群
処
理
す
る
こ
と
で

２
日
以
上

を
要
し
て
い
た
出
来
形
判
定
作
業
は


１
時
間
程
度
に
短
縮
す
る

さ
ら
に
監

督
員
と
ク
ラ
ウ
ド
経
由
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
監
督
・
検

査
の
待
ち
時
間
も
解
消

﹁
当
日
中
に

次
工
程
に
進
む
こ
と
も
で
き
る
﹂
と
い

う


　
こ
の
技
術
は

国
土
交
通
省
の

年

度
﹁
建
設
現
場
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に

向
上
す
る
た
め
の
革
新
的
技
術
の
導
入

・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
︵
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
︶
﹂
に
採
択
さ
れ

福
島
県

内
の
２
現
場
で
試
験
的
に
施
工
し
た


タ

ゲ

ト
と
し
た
規
格
値
の
誤
差





以
内
の
路
床
・
路
盤
品
質
の
面

管
理
を
ク
リ
ア
し

国
交
省
の

年
度

ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
大

賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
た


　

年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
に

採
択
さ
れ

性
能
を
向
上
さ
せ
た
上
で

同
社
施
工
の
河
辺
地
区
道
路
改
良
舗
装

工
事
︵
発
注
・
東
北
地
方
整
備
局
秋
田

河
川
国
道
事
務
所
︶で
下
層
に
加
え


誤
差


４

以
内
と
よ
り
厳
し
い
上

層
の
ア
ス
フ

ル
ト
混
合
層
ま
で
を
一

気
通
貫
で
実
施
し
た

昨
年

月
に
は

上
層
路
盤

３
月
に
は
基
層
と
表
層
を

計
測
し
実
用
性
を
確
認
し
た


　
今
年
度
は
着
手
前
・
施
工
時
・
完
成

時
の
各
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
の
３

Ｄ
デ

タ
ベ

ス
化
に
も
取
り
組
む


こ
の
機
能
は
今
井
龍
一
法
政
大
デ
ザ
イ

ン
工
学
部
教
授

中
村
健
二
大
阪
経
済

大
情
報
社
会
学
部
教
授

塚
田
義
典
摂

南
大
経
営
学
部
准
教
授
ら
が
開
発
し
た

ソ
フ
ト
ウ

ア
﹃
３
Ｄ
　
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
﹄を
活
用
し
て
い
る


　
﹁
維
持
補
修
に
は
施
工
時
の
デ

タ

が
重
要
と
な
る

こ
の
ソ
フ
ト
ウ

ア

に
よ
り

地
図
情
報
を
含
め
各
層
の
厚

さ
や
材
料
特
性

局
所
的
な
ダ
メ

ジ

な
ど

ト
レ

サ
ビ
リ
テ


を
確
保

で
き
る
﹂
と
維
持
管
理
段
階
で
の
具
体

的
な
活
用
手
法
を
提
案
す
る


　
製
品
化
に
向
け
て
実
証
実
験
で
使
用

し
て
い
る
タ
イ
ヤ
ロ

ラ

や
Ｔ
Ｓ
は

﹁
コ
ス
ト
感
や
親
近
感

取
り
扱
い
が

楽
﹂
と
の
理
由
か
ら
普
及
機
種
を
選
定

し
た

価
格
帯
は
手
押
し
式
Ｌ
Ｓ
の
５

分
の
１
程
度
を
念
頭
に
置
く

﹁
適
用

機
種
を
増
や
し

よ
り
汎
用
性
を
高
め

る

将
来
は
他
工
種
で
も
使
え
る
よ
う

に
し
た
い
﹂
と

引
き
続
き
改
良
を
重

ね
る
方
針
だ


システムの概念図

　
前
田
道
路
と
今
井
龍
一
法
政
大
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授

三
菱

電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
３
者
に
よ
る
﹃
地
上
移
動
体
搭
載
型

レ

ザ
ス
キ

ナ
︵
Ｌ
Ｓ
︶
・
建
機
搭
載
型
出
来
形
管
理
シ
ス
テ

ム
﹄
の
開
発
が
進
ん
で
い
る

舗
装
工
事
の
中
間
工
程
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
面
的
管
理
す
る
こ
と
で

品
質
の
向
上
と
省
人
・
省
力

化
を
飛
躍
さ
せ
る
技
術
だ

開
発
責
任
者
の
加
藤
康
弘
前
田
道
路

工
事
事
業
本
部
工
事
技
術
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
長
は
﹁
汎
用
性
に
優

れ
る
安
価
な
中
間
工
程
の
３
次
元
化
施
工
管
理
技
術
と
し
て

地

元
企
業
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
﹂
と


製
品
化

に
よ
る
普

及
拡
大
を
目
指
す

加
藤
氏
に
開
発
経
緯
や
試
行
状
況
と
効
果


今
後
の
展
開
な
ど
を
聞
い
た


左から平謙二三菱電機エンジニアリングメディア
システム事業所副事業所長、加藤氏、今井教授　

（中村教授（左）と塚田准教授はリモートで参加した）

実
施
状
況
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